
100101

い
車
体
と
な
っ
た
。
運
転
整
備
重
量
は

1
0
0
・
8
ト
ン
（
製
造
当
初
は
96
ト

ン
）、動
輪
軸
重
は
16
・
8
ト
ン
と
な
り
、

1
時
間
定
格
出
力
2
7
0
0
kW
／
h
、

1
時
間
定
格
引
張
力
2
0
6
・
8
kN

（
2
1
1
0
0
㎏f
）
と
交
流
電
機
中
で

は
最
大
で
、
Ｅ
Ｆ
63
形
に
次
ぐ
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
台
車
は
Ｅ
Ｄ
78
形
量
産

車
と
同
じ
で
、
中
間
台
車
は
横
動
す
る

構
造
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｆ

81
形
の
中
間
台
車
と
ほ
ぼ
同
じ
構
造
の

Ｄ
Ｔ
1
3
7
と
な
っ
た
。

　

Ｅ
Ｆ
62
形
（
本
務
機
）
と
Ｅ
Ｆ
63
形

（
補
機
）
と
同
じ
よ
う
に
、
Ｅ
Ｄ
78
形

と
重
連
総
括
制
御
を
行
う
た
め
に
、
制

御
方
式
は
同
一
の
サ
イ
リ
ス
タ
ブ
リ
ッ

ジ
位
相
制
御
を
採
用
し
て
い
る
が
、
主

電
動
機
個
数
が
異
な
る
た
め
、
Ｅ
Ｆ
71

装
備
し
て
い
た
の
で
、
さ
ら
に
重
装
備

感
が
あ
っ
た
。
冷
却
風
取
入
口
は
7
個

と
な
り
、
Ｅ
Ｄ
78
形
の
6
個
よ
り
多
く
、

識
別
点
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｆ
71
形
は
、
福
島
〜
米
沢
間
の
補

機
専
用
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
が
、

本
務
機
の
Ｅ
Ｄ
78
形
と
の
連
結
位
置
は

定
め
ら
れ
て
な
く
、
Ｅ
Ｆ
71
形
単
機
牽

引
の
列
車
も
あ
っ
た
。

　

補
機
運
用
と
し
て
は
、
キ
ハ
80
系
に

よ
る
特
急
「
つ
ば
さ
」
を
Ｅ
Ｆ
64
形
か

ら
引
き
継
い
だ
。
こ
の
運
用
は
「
つ
ば

さ
」
の
キ
ハ
1
8
1
系
へ
の
置
き
換
え

に
よ
り
終
了
し
た
が
、
夏
季
に
キ
ハ

1
8
1
系
の
機
関
過
熱
や
故
障
が
続
発

し
た
た
め
、
1
9
7
3
（
昭
和
48
）
年

か
ら
再
び
補
機
運
用
に
就
い
て
い
る
。

こ
の
補
機
は
上
下
列
車
と
も
Ｅ
Ｆ
71
形

が
先
頭
に
な
り
、
キ
ハ
1
8
1
系
と
協

調
運
転
を
行
っ
た
。
1
9
7
5
（
昭
和

50
）
年
に
「
つ
ば
さ
」
が
４
８
５
系
電

車
に
置
き
換
え
ら
れ
て
終
了
し
た
。

　

国
鉄
分
割
民
営
化
で
は
1
号
機
を
除

い
た
2
〜
15
号
機
が
J
R
東
日
本
に
承

継
。
福
島
〜
米
沢
〜
山
形
間
で
運
用
さ

れ
た
が
、
1
9
9
0
（
平
成
2
）
年
に

始
ま
っ
た
山
形
新
幹
線
工
事
の
た
め

「
あ
け
ぼ
の
」
な
ど
の
寝
台
列
車
牽
引

の
運
用
が
消
滅
。
1
9
9
1
（
平
成

3
）
年
に
は
定
期
運
用
が
な
く
な
り
、

1
9
9
3
（
平
成
5
）
年
に
全
車
廃
車

と
な
り
形
式
消
滅
し
た
。

Ｅ
Ｆ
63
形
に
次
い
で
強
力
な

板
谷
峠
用
の
6
軸
補
機

　

連
続
33
‰
の
板
谷
峠
を
交
流
電
化
す

る
時
に
投
入
予
定
の
本
務
機
・
Ｅ
Ｄ
78

形
で
は
、
重
量
列
車
牽
引
の
際
に
は
、

力
行
時
に
定
格
電
流
を
超
過
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
抑
速
用
回
生
ブ
レ
ー
キ
も

容
量
不
足
と
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
同
区
間
の
補
機
用
と
し
て
、

1
9
6
8
（
昭
和
43
）
年
に
Ｅ
Ｆ
71
形

1
〜
11
号
機
が
製
造
さ
れ
た
。
そ
の
後

1
9
6
9
（
昭
和
44
）
年
に
12
号
機
、

翌
年
に
13
号
機
、
1
9
7
3
（
昭
和

48
）
年
に
14
・
15
号
機
が
増
備
さ
れ
た
。

　

Ｅ
Ｆ
70
形
以
来
の
交
流
6
軸
駆
動
機

で
、
全
長
は
1
8
6
0
0
㎜
と
、
同
じ

年
に
製
造
さ
れ
た
Ｅ
Ｆ
81
形
と
同
じ
長

形
で
は
主
電
動
機
の
組
合
せ
を
2
基
直

列
接
続
し
、
そ
れ
を
3
組
並
列
接
続
し

た
も
の
に
変
更
し
て
い
る
。
位
相
制
御

装
置
は
電
流
値
が
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
主
変
圧
器
2
次
側
を
6
分
割
し
、

サ
イ
リ
ス
タ
ブ
リ
ッ
ジ
も
6
組
と
し
て
、

誘
導
障
害
に
つ
な
が
る
高
調
波
の
発
生

を
抑
制
し
て
い
る
。

気
動
車
「
つ
ば
さ
」
の
補
機
や

「
あ
け
ぼ
の
」
の
牽
引
に
も
活
躍

　

車
体
は
Ｅ
Ｄ
78
形
と
同
様
の
構
造
と

な
り
、
重
連
総
括
制
御
を
行
う
た
め
に

ジ
ャ
ン
パ
連
結
器
を
ス
カ
ー
ト
部
に
設

置
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｄ
78
形
・
Ｅ
Ｆ
71

形
で
は
こ
れ
を
2
組
使
用
す
る
た
め
数

が
多
い
。
さ
ら
に
後
天
的
な
改
造
で
20

系
客
車
用
の
電
磁
ブ
レ
ー
キ
用
ジ
ャ
ン

パ
連
結
器
を
取
り
付
け
て
い
る
。
特
に

山
形
方
の
2
エ
ン
ド
は
ジ
ャ
ン
パ
連
結

器
栓
受
け
が
車
体
側
に
あ
り
、
常
に
ジ

ャ
ン
パ
連
結
器
を
取
り
付
け
て
お
り
、

前
面
窓
に
ツ
ラ
ラ
切
り
が
あ
る
た
め
厳

つ
い
印
象
だ
。
当
初
は
冬
期
間
の
み
前

面
窓
に
ツ
ラ
ラ
除
け
の
プ
ロ
テ
ク
タ
も

E
F
71
形

ジョイフルトレイン「スーパーエクスプレスレインボー」を単
機で牽引して奥羽本線を行くEF71形。山形新幹線の開業で引
退となった。1990年撮影　写真／新井 泰

1991

1968
〜

東北エリアでは唯一の
F級交流電気機関車と
なったEF71形。初期
には気動車時代の特急

「つばさ」の補機も務
めた。1 9 8 9 年撮影　
写真／長谷川智紀

A
C

 E
lectric L

ocom
otive

EF71形　主要諸元

製造初年 1968（昭和43）年
車軸配置 B-B-B
運転整備重量 100.80〔t〕
電気方式 交流20,000〔V〕／50〔Hz〕

主要寸法
最大長 18,500〔mm〕
最大幅 2,800〔mm〕
最大高 4,164〔mm〕

パンタグラフ形式 PS101C

機関車
性能

1時間定格出力 2,700〔kW/h〕
1時間定格引張力 206.8〔kN〕／21,100〔kgf〕
1時間定格速度 46.1〔km/h〕

最高運転速度 100（許容100）〔km/h〕

主電動機形式 MT52A
1時間定格出力 450〔kW/h〕

ブレーキ装置 EL14AS、増圧装置（応速度）、
回生ブレーキ

台車

両端
または
主台車

形式 DT129M、DT129N
固定軸距 2,500〔mm〕
車輪直径 1,120〔mm〕

中間
または
先台車

形式 DT137
固定軸距 2,800〔mm〕
車輪直径 1,120〔mm〕

動力伝達方式 1段歯車減速、吊掛式
歯数比 16:71=1:4.44

制御方式

力行:変圧器2次側6分割、サイリ
スタブリッジ連続位相制御、弱メ
界磁、自動定電圧制御　回生:
変圧器2次側6分割、サイリスタ
インバータ電圧制御、界磁電流
制御、直並列（2S3P）接続

重連総括制御 重連
製造所 東芝、三菱電三菱重
総製造数 15
備考 ED78形との重連可能


